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定
刻
午
後
五
時
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
~
｀

た
人
形
が
大
茅
輪
の
前
に
供
え
ら
れ
、
神
~

門
前
で
大
祓
神
事
が
開
始
さ
れ
た
。
高
向
一

権
宮
司
が
「
大
祓
詞
」
を
奏
上
、
参
列
者
各
一

人
に
配
ら
れ
た
切
麻
で
祓
い
、
「
祓
物
」
と
一

い
う
白
布
に
息
を
か
け
切
り
裂
い
て
半
年
{
i

間
の
罪
・
檄
を
祓
っ
た
。
~

続
い
て
神
島
宮
司
以
下
参
列
者
全
員
が
、
i

夏
越
の
大
祓
式

宗

q月祭事暦

つきなみ

〇毎月 1 ・ 15日月次祭

午前10時～
高宮祭
第二宮・第三宮祭
引き続き

宗像護国神社
月命日祭(|日）
遥拝 (15 日）

午前 11 時～
総社祭
浦安舞奉奏(|日）

※ 1 日は併せて

風鎖祭斎行
豊栄舞奉奏(15 日）

023日

皇霊殿遥拝式
午前10時～
於 = 境内

味噌せんべい・博多の四季

未舗飴月食
代表取締役三野拓蔵
〒812-0029

福岡市博多区古門戸町l-1 l 
TEL 092-291-2966 
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中
津
宮
七
夕
揮
舌
宇
会揮竃する子供たち（飴＝大島小学校）

福岡黒知事賞 原 愛梨 柳河小 5 年

田畑久子 高取中 3 年

県議会議長賞 上村真凛 福教大付属小4年：

原 由梨亜 柳城中 2 年

県教育委員会賞 三木祐佳里 津屋崎小 6 年

衣川枝里 津屋崎中 1 年

宗像大社宮司賞 三木まゆか 津屋崎小 2 年

本田真侑子 福岡隻葉中 2 年

郡町村長会長賞 萱野優生 赤間小 3 年

井土史穂 中央中 1 年

郡町村議長会長賞 田崎愛 津屋崎小 6 年

米満文美 福間中 3 年

宗像市市長賞 松原しほ 篠栗小 1 年

山田早紀 福間中 2 年

大島村村長賞 松原周蔵 篠栗小 5 年

土井亜理香 原北中 1 年

村教育委員会賞 鈴木琴音 津屋崎小 3 年

佐伯恭子 福間中 3 年

一
揮
嘔
に
挑
ん
だ
。

一
子
供
達
は
波
音
と
蝉
の
泣
き
声
し
か
聞
こ
え
な
い

l

＿
夏
の
静
寂
な
空
気
の
中
書
に
打
ち
込
み
、
午
前
中
ま

七
月
二
十
三
日
、
例
年
に
な
い
猛
暑
の
中
、
筑
ー
で
に
数
枚
を
書
き
終
え
、
そ
の
中
か
ら
一
枚
を
選
出

前
大
島
の
中
津
宮
に
於
い
て
「
宗
像
大
社
中
津
宮
七
ー
し
、
「
自
信
作
」
を
手
に
中
津
宮
へ
来
宮
、
正
午
過
ぎ

夕
揮
嘔
会
」
が
約
一
六
0
人
の
幼
・
小
・
中
学
生
の
子
ー
に
は
中
津
宮
社
務
所
に
全
作
品
が
提
出
さ
れ
、
御
神

供
達
が
参
加
の
下
、
盛
大
裡
に
開
催
さ
れ
た
。
ー
前
へ
奉
献
、
祭
典
の
後
審
査
が
開
始
さ
れ
た
。

こ
の
揮
嘔
会
は
中
津
宮
で
斎
行
さ
れ
る
「
七
夕
祭
」
一
そ
の
間
、
子
供
達
と
保
護
者
は
、
神
社
前
の
浜

に
併
せ
、
昭
和
一
二
十
一
年
に
始
ま
り
、
今
年
で
四
｛
に
於
い
て
恒
例
の
サ
ザ
エ
拾
い
や
海
水
浴
を
楽
し

十
九
回
目
を
迎
え
、
毎
年
夏
休
み
の
こ
の
時
期
に
一
み
、
大
島
な
ら
で
は
の
自
然
を
満
喫
し
た
。

大
島
小
・
中
学
校
の
先
生
方
を
は
じ
め
各
方
面
の
f
J
一
午
後
一
一
一
時
に
は
審
査
も
終
わ
り
、
早
速
境
内
回

協
カ
・
こ
指
導
を
仰
ぎ
開
催
さ
れ
て
い
る
。
一
廊
に
入
選
作
品
を
展
示
。
引
き
続
き
表
彰
式
を
行

当
日
、
開
催
地
大
島
は
勿
論
、
日
々
の
練
習
の
｛
い
、
神
職
よ
り
入
賞
者
に
賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
が

成
果
を
み
せ
よ
う
と
宗
像
地
区
、
福
岡
県
内
各
地
一
授
与
さ
れ
た
。

よ
り
フ
ェ
リ
ー
に
て
大
島
へ
渡
島
、
揮
篭
会
場
で
一
午
後
四
時
に
は
表
彰
式
を
終
え
、
本
年
の
揮
嘔

あ
る
大
島
小
・
中
学
校
の
校
舎
に
於
い
て
早
速
席
上
ー
会
も
無
事
終
了
。
大
島
で
の
夏
の
思
い
出
を
土
産

‘
に
一
同
は
家
路
に
つ
い
た
。

各
賞
受
賞
者
は
次
の
通
り
。

揮竃後の「サザエ獲り」をする子供達

言 宗像建設協会 事務局 〒811-3205 福岡県宗像郡福間町大字内殿1021-9
TEL (0940)42-3085 
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冊
に
願
い

津
宮
七

ー
中
津
宮
境
内
に
は
大
島
最
高
峰
の
御
狐
山
を
源
流
―

：
と
す
る
『
天
の
川
』
が
流
れ
、
こ
の
清
流
を
挟
ん
で
石
~

け
ん
ぎ
ゅ
う
し
ゃ

二
祠
の
『
牽
牛
社
』
と
『
織
女
社
』
が
鎮
座
し
て
お
り
、
年
~

ー
に
一
度
『
七
夕
祭
』
が
行
わ
れ
て
い
る
。
同
島
で
こ
の
~

祭
事
を
目
に
し
た
商
人
が
、
京
の
都
~

に
伝
え
七
夕
行
事
が
全
国
に
伝
描
し
~

た
と
さ
れ
、
大
島
が
七
夕
伝
説
発
祥
~

と
い
わ
れ
る
由
縁
で
あ
る
。
―

そ
の
七
夕
祭
が
八
月
七
日
筑
前
大
島
・
~

中
津
宮
で
村
を
挙
げ
て
斎
行
さ
れ
た
。
~

早
朝
か
ら
、
沖
・
中
両
宮
奉
贄
会
役
員
~

（
会
艮11佐
藤
千
里
氏
）
、
同
敬
神
婦
人
~

部
、
（
部
長
1
1
今
里
タ
ケ
子
氏
）
、
翼
賀
~

会
（
会
長
1
1
上
野
美
実
氏
）
の
御
奉
仕
~

に
よ
り
節
竹
取
り
、
七
夕
の
飾
り
付
~

け
が
行
わ
れ
、
境
内
に
は
大
島
村
民
、
~

幼
稚
園
児
、
篤
信
者
、
ま
た
今
年
か
ら
~

の
試
み
で
あ
る
辺
津
宮
参
拝
者
が
願
~

い
を
込
め
て
書
い
た
短
冊
が
笹
竹
に
~

結
ば
れ
、
七
タ
ム
ー
ド
一
色
と
な
っ
た
。
~

午
後
七
時
頃
か
ら
、
浴
衣
姿
に
な
っ
た
~

島
民
、
帰
省
し
た
島
出
身
者
ら
が
続
々
~

と
参
集
、
大
島
村
青
年
団
（
団
長

1
1
上
野
一

男
表
込
御
奉
仕
に
よ
る
『
金
魚
す
く
い
』
一

『
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
』
、
翼
賀
会
の
御
奉
仕
~

ｱ
 

ネ
―神
~

女
―
織
~

金魚すくい

◄特殊神限の「西瓜J

に
よ
り
実
現
し
た
『
カ
キ
氷
』
な
ど
が
催
さ
れ
た
。

午
後
八
時
神
職
二
名
、
巫
女
一
名
の
奉
仕
に
よ
り

『
七
夕
祭
』
が
斎
行
さ
れ
、
河
辺
大
島
村
長
以
下
参
列

者
が
願
い
を
込
め
玉
串
を
捧
げ
た
。

祭
典
後
は
、
一
同
大
烏
居
を
廻
り
な
が
ら
、
伝
統

の
七
夕
踊
り
を
奉
納
し
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
島
の

一
夜
は
ゆ
っ
く
り
と
過
ぎ
て
い
っ
た
。

子様の典祭

万 宗像タクシー協会閤忍，4孟閲雷f3 福岡県宗像市土穴398-11
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去
る
八
月
ニ
・
三
日
の
両
日
、
福
岡
県
の
若
手

神
職
で
構
成
す
る
福
岡
県
神
道
青
年
会
が
、
『
鎮
魂
・

瞑
』
と
い
っ
た
神
道
行
法
を
学
ぶ
錬
成
会
を
、
大
宰

府
天
満
宮
小
鳥
居
信
員
前
権
宮
司
、
松
尾
太
輔
権

禰
宜
を
講
師
に
迎
え
、
当
大
社
沖
津
宮
の
鎮
座
す

る
『
沖
ノ
島
』
で
開
催
し
た
。

い
ざ
な

『
瞑
』
行
は
、
心
身
を
清
め
る
為
の
も
の
で
伊
邪
那

磁唸一

ぎ
の
み
こ
と
は
ら
え
か
わ
つ
ら
“

一
岐
尊
の
瞑
祓
に
始
ま
り
、
明
治
の
御
代
に
※
川
面
一

ー
ぽ
ん
じ

一
凡
児
先
生
が
復
興
さ
せ
今
日
に
伝
わ
る
。
『
鎮
魂
』
と
i

い
そ
の
か
み
じ
ん
ぐ
う
一

ー
は
、
文
字
通
り
魂
を
鎮
め
る
事
で
※
石
上
神
宮
（
奈
一

も
の
の
べ
か
み
わ
ざ

一
良
県
天
理
市
）
に
伝
わ
る
物
部
の
鎮
魂
神
業
で
あ
る
。
一

一
今
回
は
、
神
職
と
い
え
ど
も
中
々
渡
島
す
る
機
一
者

E
U
 

力る

＿
会
に
恵
ま
れ
な
い
『
沖
ノ
島
』
に
参
拝
出
来
る
と
あ
一
参

を

ー
っ
て
約
三
十
名
が
参
加
し
た
。
i
す

二
日
午
後
一
時
当
大
社
辺
津·
A

．
．
和

宮
に
集
合
、
同
宮
正
式
参
拝
の
i
-
』
g
竺

後
、
清
明
殿
で
開
講
式
を
行
い
、
ー
当
大
社
神
職
よ
り
迫
跡
の
説
明
受
け
、
希
望
者
は
更

神
宝
館
を
拝
観
し
た
。
·
に
灯
台
の
あ
る
『
一
ノ
岳
』
山
頂
ま
で
登
拝
し
た
。

そ
の
後
、
神
湊
港
ま
で
移
動
一
帰
り
は
神
淡
港
に
直
行
し
、
『
魚
屋
本
館
』
で
閉

し
、
渡
海
船
「
お
お
し
ま
」
で
筑
ー
講
式
・
懇
親
会
と
な
っ
た
。

前
大
島
に
渡
島
。
中
津
宮
を
正
i
今
回
の
参
加
者
の
中
で
沖
ノ
島
渡
島
経
験
を
も

式
参
拝
し
た
後
、
『
民
宿
・
真
鍋
』
ー
つ
の
は
、
当
大
社
職
員
を
除
い
て
一
名
の
み
と
ほ

に
到
着
。
夜
半
ま
で
小
鳥
居
先
ー
ぼ
全
員
が
初
め
て
。
一
同
「
福
岡
で
神
主
を
し
て
い

生
よ
り
『
鎮
魂
』
行
法
を
伝
授
頂
ー
る
な
ら
一
度
は
行
っ
て
み
た
か
っ
た
」
と
口
を
揃
え

き
、
そ
の
夜
は
大
島
で
斎
泊
し
一
喜
ん
で
い
た
。
特
に
講
師
の
小
鳥
居
先
生
は
渡
島

た
。
一
三
回
目
に
し
て
や
っ
と
島
に
渡
る
こ
と
が
で
き
、

翌
一
日
早
朝
、
台
風
の
影
響
ご
感
慨
深
げ
に
講
評
の
挨
拶
を
さ
れ
て
い
た
。

が
懸
念
さ
れ
た
が
、
大
島
港
よ
·
台
風
が
通
過
直
後
だ
っ
た
た
め
、
前
日
の
当
大

り
瀬
渡
船
『
恵
比
須
丸
』
で
沖
ノ
一
社
沖
津
宮
勤
務
交
代
も
延
び
て
お
り
、
天
候
を
一

者加
島
を
目
指
す
。
一
時
間
程
で
到
着
、
一
番
心
配
し
た
が
、
両
日
と
も
雨
は
降
ら
ず
波
も
さ

参る
直
ち
に
海
岸
で
瞑
行
、
海
水
に
一
ほ
ど
高
く
な
く
、
行
程
通
り
に
進
ん
だ
。
ち
な
み

ぇ唱
浸
か
り
大
祓
詞
を
奏
上
し
た
。
ー
に
翌
日
か
ら
は
大
雨
、
海
も
時
化
と
、
こ
の
両
日

を即
懇
を
済
ま
せ
る
と
沖
ノ
島
中
腹
ー
の
若
手
神
職
一
行
を
沖
ノ
島
の
田
心
姫
神
様
に
歓

祓吠
に
あ
る
沖
津
宮
を
正
式
参
拝
、
一
迎
し
て
い
た
だ
い
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

、
\
-
)
/

「聞く・考える・作る・伝える」ことが、私たちの仕事です。
私たちは「ヘルメス企業体」です。

ギリシャ神話に登場する神・ヘルメスは、翼の生

えた帽子とサンダルを身につけ、神々の間を飛

び回ってそれぞれの神の意志を伝えました。

より良いコミュニケーションのお手伝いをめざ

す秀巧社もまた、ヘルメスでありたいと考えます。

お客様が伝えたいことを、伝えたい人にきちん

と伝えたい…秀巧社がめざすのは「ヘルメス企

業体」です。

゜I'/¥ 0 I 日~hukosha= 
冑 ~[,99 ヽ

秀巧社株式会社営業本部
〒810-0003 福岡市中央区春吉 1-7-10
TEL 092-712-7712 FAX 092-741-8091 

(-

"iまっかほっか亭神湊店
福岡県宗像市神湊44
（神湊交差点）
TEL 0940-62-9501 

叛屠西見舞占r
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I! 
辺津宮での正式参拝 沖津宮での正式参拝終了後 中津宮での正式参拝
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

.m 
_1  ... 

9..  - - -

- 9-'  

し,.,

宗像大社秋攀大祭（田島款生会）日租
左
記
の
日
租
で
、

多
く
の
皆
様
の
、

※ 

9:30 大島港出港
海上神幸（みあれ祭）

10:30 神湊港入港
10月 1 日（金）

飴＝辺津宮本殿
一日祭（入御祭） 約 11 :40 

主基地方風俗舞奉納

流鏑馬神事 8:00 飴＝神門前参道

10月2日（土）
飴＝辺津宮本殿

日 祭 11 :00 
翁舞奉納

祭
飴＝辺津宮本殿

日 11 :00 
浦安舞奉納

高宮秋季大祭
10月3日（日）

第二秋宮季・大第祭三宮 三日祭終了後引き続き、
各社に分かれ同時斎行

宗像秋護季大国神祭社

献 ^ ホI I 祭 14:00 胎＝辺津宮本殿

庫宗
像
大
社
社
壼
E
(
0九
四0
)六
ニ
ー
―
―
-
=
-
(
$

川
面
凡
児
（
一
八
六
二

s

一
九
二
九
）
i

大
分
県
宇
佐
郡
出
身
。
瞑
行
法
中
興
の
祖
、
一

稜
威
会
を
組
織
し
神
職
を
始
め
広
く
瞑
の
普
及
~

に
努
め
た
。
福
岡
県
に
も
縁
深
く
昭
和
天
皇
即
~

位
大
嘗
祭
・
主
埜
斎
田
の
諸
神
事
を
指
迎
し
た
。
~

石
上
神
宮

旧
官
幣
大
社
で
奈
良
県
天
理
市
に
鎮
座
。
古
代
・

物
部
氏
（
大
和
朝
廷
の
軍
事
・
祭
祀
を
担
当
）
の
氏

神
と
し
て
知
ら
れ
、
代
々
の
宮
司
家
は
物
部
の
鎖

魂
神
業
を
一
子
相
伝
で
継
承
し
て
き
た
。
戦
後
、

神
職
に
限
り
そ
の
伝
授
が
許
さ
れ
て
い
る
。

※ 

后 -
OE
E
J
麟

ネ
支 岡銀行宗像支店

宗像市東郷5-4-5
TEL 0940-36-2017 伏原祐次

具
修

＜
家
田

ら
寺

8
-
5
 

ひ
山3
1
5
3

ょ
城
9
-

大
社

5
1
3
3

を
社
役
丸
一

夢
郎

4
0

の
会
算
二
9

砂
式
麟□
い

暮
株
代
｛
示
本

ロ
城山二 0940-33-0005 

株式会社プ19冒コこ福岡北営業所
所長

〒811-3219
仲摩史郎宗像郡福間町西福間2-17-17

TEL 0940-42-1 1 20 

っ9
4g
g
-
P

⑭
、
.. 
昂
●
鴫
m
ス
●
沢
n
-
"g

｛
姜
”
?
宣
t
J
Im
­

.

.

.
 ,9 

宗像大社神濯酉

含資会社伊豆本店
代表者伊豆善也

福岡県宗像市武丸1060
TEL 0940-32-3010 FAX 0940-33-0512 

ロ〕旦言言、嘉1ii共袷
福岡県遠賀郡遠賀町遠賀川 1-2-8

TEL 093-293-5354 FAX 093-293-8054 

カラー印刷•新聞雑誌・事務用品印刷

大和印刷
代表取締役社長 福田雪雄
糟屋郡新宮町原上字丸ノ内 1615-1
TEL 092-962 -9200 

ど
―叛屠舌見舞占r
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氏
八
満
神
社拝
殿
上
棟
祭

今
年
の
一
月
よ
り
氏
八
満
神
社
の
本
殿
・
拝
殿
の
一

改
築
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
七
月
二
十
五
日
午
一

後
四
時
、
拝
殿
の
上
棟
祭
が
高
向
権
宮
司
外
神
職
三
一

名
と
施
行
の
（
株
）
弘
江
組
花
田
社
長
、
（
有
）
深
田
組
深
一

田
和
也
社
長
ら
弘
江
組
エ
匠
五
名
が
奉
仕
し
、
氏
八
一

満
神
社
改
築
建
設
委
員
会
吉
武
正
行
委
員
長
を
始
め
一

委
員
の
方
々
、
氏
八
満
神
社
責
任
役
員
、
田
島
区
長
、
一

地
元
田
島
の
氏
子
の
方
々
と
共
に
、
夏
休
み
と
あ
っ
一

て
子
供
達
も
参
列
し
斎
行
さ
れ
た
。
一

去
る
四
月
二
十
一
日
の
本
殿
上
棟
祭
一

と
同
様
に
、
大
屋
恨
の
中
央
に
五
色
を
一

左
右
に
、
破
腐
矢
（
天
の
弓
・
地
の
弓
）
を
｛

岡
き
斎
場
を
調
え
祭
典
は
始
ま
っ
た
。
~

『
曳
き
網
の
儀
』
を
、
白
衣
・
白
袴
に
身
｛

を
正
し
た
花
田
社
長
以
下
工
匠
六
名
と
~

吉
武
委
員
長
以
下
参
列
者
に
よ
り
行
わ
ー

れ
、
紅
白
の
紐
を
引
き
振
幣
役
の
掛
け
｛

声
に
合
わ
せ
「
エ
イ
、
エ
イ
、
エ
イ
」
と
｛

唱
え
、
棟
木
を
上
げ
た
。
~

引
き
続
き
同
社
長
以
下
工
匠
六
名
の
一

内
四
名
が
屋
恨
に
上
が
り
、
振
幣
役
が
｛

御
幣
を
左
右
左
と
振
り
、
屋
恨
左
側
に
｛

向
か
っ
て
「
千
歳
棟
」
と
大
声
を
発
し
、
｛

こ
れ
に
呼
応
し
て
屋
恨
の
槌
打
役
が
「
オ
｛

ー
」
と
発
声
し
て
槌
で
大
き
く
棟
木
を
打
｛

っ
た
。
次
い
で
、
振
幣
役
が
御
幣
を
振
｛

り
、
屋
根
中
央
に
向
か
っ
て
「
万
歳
棟
」
~

切
と
大
声
を
発
し
、
こ
れ
に
呼
応
し
て
屋
｛

投庫
恨
の
槌
打
役
が
「
オ
ー
」
と
発
声
し
て
槌
~

の後
で
大
き
く
棟
木
を
打
つ
。
更
に
、
振
幣
｛

典祭
役
が
御
幣
を
振
り
、
屋
恨
右
側
に
向
か
｛

っ
て
「
永
永
棟
」
と
大
声
を
発
す
る
。
こ
れ
に
呼
応
し
｛

て
屋
恨
の
槌
打
役
が
「
オ
ー
」
と
発
声
し
て
槌
で
大
き
｛

＜
棟
木
を
打
ち
『
槌
打
ち
の
儀
』
を
終
え
、
目
出
度
＜
~

竣
工
が
祈
念
さ
れ
た
。
一
・
[
i

吐
L

祭
典
終
了
後
に
は
、
『
餅
投
げ
』
も
行
わ
れ
、
参
列
~
ヽ

者
・
近
所
の
子
供
達
が
建
物
の
周
囲
に
集
ま
り
、
餅
が
一
．
．
『
．

[
`
い
[
『
い
い
{
-
<
?
]
乙

祝詞を奏上する氏ハ満神社高向宮司 『槌打ちの儀』

写真は一生の財産です
いつせい

Photo Studio ~勇
美しい証明写真•宮参り・百日・誕生・七五三・
同窓会記念 各種出張撮影致します。

福岡県宗像市田熊 1180-6 TEL 0940-36-8596 

Q吉井商事株式会社
代表取締役社長吉井英海 • 旦

本社宗像市深田67-7
TEL O940-62-0004 FAX 0940-623343 I 

年鮮魚•海産物

m：臼言言より
ファミリーストア岡山
岡山秀雄
福岡県宗像市神液 1000
TEL 0940-62-0134 
FAX 0940-62-2914 

SANCS 
事務機・文具・オフィス家具

株式会社サーンクス

代表取締役社長藤井俊孝
宗像市東郷 109-3
TEL 0940-37-2150 
FAX 0940-37-2428 

食料品・青果•たばこ

田中商店
福岡県宗像市神湊1052
TELｷFAX 0940-62-0122 

叛屠西見舞沫r
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第
十
九
回
国
民
文
化
祭
は
十
月
三
十
日
よ
り
十
一
—

月
十
四
日
ま
で
の
十
六
日
間
、
福
岡
県
が
開
催
県
で
一

各
市
町
村
テ
ー
マ
を
か
か
げ
て
行
わ
れ
る
。
古
賀
市
一

は
「
風
と
潮
の
ロ
ー
マ
ン
ス
対
馬
暖
流
漂
着
も
の
が
一

た
り
」
で
票
着
物
を
と
り
あ
げ
る

ま
ず
十
月
三
十
日
は
新
宮
古
賀
海
岸
の
漂
着
物
採
一

集
ビ
ー
チ
コ
ー
ミ
ン
グ
を
行
う
。
十
一
月
六
日
は
古
一

賀
市
中
央
公
民
館
で
海
を
テ
ー
マ
に
歌
や
踊
り
の
文
一

化
発
表
会
を
。
七
日
は
一
時
よ
り
民
俗
学
者
で
日
本
一

地
名
研
究
所
所
長
の
谷
川
健
一
氏
が
「
黒
潮
に
寄
り
＜
一

る
も
の
」
を
講
演
。
潤
着
物
の
研
究
発
表
を
壱
岐
原
の
一

辻
遺
跡
事
務
所
長
の
安
楽
勉
氏
に
「
王
都
に
響
く
弥
生
一

の
音
色
」
、
九
州
沖
縄
水
中
考
古
学
協
会
副
会
長
の
石
一

原
渉
氏
に
「
海
底
か
ら
の
岸
「
て
つ
は
う
」
が
語
る
も
の
」
。
一

票
着
物
学
会
事
務
局
の
松
本
敏
郎
氏
に
「
日
本
海
流
（
黒
一

潮
）
に
の
っ
て
S

ブ
ラ
イ
ア
ン
の
手
紙
」
。
期
間
中
、
一

古
賀
市
立
歴
史
資
料
館
で
漂
着
物
展
示
も
行
い
、
講
ー

（続）

]

]

]

[

[

]

/

m

]

m

m

]

[

[

[

m

[

]

]

]

J
J
u
[
[
]
]
[
]
[
[
[
 

食
後
、
原
の
辻
迫
跡
へ
行
く

所
長
の
安
楽
氏
の
出
迎
え
を
受
け
、
早
速
館
内
を
一

案
内
、
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
館
内
だ
が
、
原
の
辻
が
｛

び
っ
し
り
と
詰
ま
っ
て
い
た
。
ム
ン
ク
の
叫
び
の
よ
ー

う
な
人
面
石
、
竜
を
描
い
た
｛

絵
画
土
器
、
ヤ
シ
笛
と
原
の
｛

辻
遺
跡
の
目
玉
が
展
示
さ
れ
一

て
い
る
。

黒
潮
流
れ
る
壱
岐
島
だ
か
一

ら
、
海
流
に
の
っ
て
の
澤
着
一

も
多
い
の
で
、
そ
の
海
か
ら
一

の
贈
り
物
に
、
弥
生
人
も
浜
一

歩
き
を
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
ー

笛シ
＿
つ
。

ャ

187 

原の辻に立つ安楽氏

玄海ホテル旅館組合
海

宴

6
3(
0九
四
0
)

六
ニ
ー
0
1
0
0

国
民
宿
舎
ひ
び
き

C
(
0九
四
0
)

六
ニ
ー
―
二
八
八

み
な
と

荘

名

(
0九
四
0
)

六
ニ
ー
ニ
ニ
五
五

松

風

荘

(
0九
四
〇

C
さ
一
l
o
―
二0

は

ま

荘

名

(
0九
四
0
)

六
ニ
ー
0
五
0
0

は
な
わ
ら
び

C

笠
9
)
)
一
五
六

玄海国定公園の中心
ー風光明洲、生魚料理、宗像大社となり一

高

嘉

旅
館

C
(
0九
四
0
)

六
ニ
ー
―
―

神
湊
ス
カ
イ
ホ
テ
ル
6
3(
0九
四
0
)

六
ニ
ー
三
八
0
0

玄
海
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル6
3(
0九
四
0
)

六
ニ
ー
四

玄
海
旅
館

C

鰐
心lo
g
o
o

魚

屋
別
館

6
(
0九
四
0
)

六
ニ
ー
＝
―-
1
-
五
五

言魚 I 泉

屋
本
店

C
(
0九
四
0
)

六
ニ
ー
1
1

館

6
3（O
几
四
0
)

六
ニ
ー
0
0
1
1一
五
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朝

田

有
田

万
本
の
び
ま
は
り
の
花
空
に
向
き
熱
吹
き
ゐ
る
や
真
夏
日
の
昼

（
評
）
休
耕
田
を
利
用
し
て
の
向
日
葵
畑
だ
ろ
う
か
、
夏
の
花
向
日
葵
の
息
吹
き

が
描
か
れ
て
い
る
。

浮
羽
向
則
正

合
鴨
の
二
百
羽
の
雛
早
苗
田
の
朝
を
放
た
れ
散
ば
り
て
ゆ
く

（
評
）
有
田
作
品
は
生
産
を
伴
わ
な
い
農
村
風
景
、
向
作
品
は
新
し
い
米
作
り
へ
の

風
景
。
二
つ
を
並
べ
る
と
今
の
農
業
政
策
の
む
つ
か
し
さ
、
空
し
さ
が
見
え
る
。

王
丸
小
方
玲
子

”
ち
ゃ
ん
“
付
で
我
を
呼
び
た
る
村
人
と
会
話
は
づ
む
も
職
退
き
て
よ
り

（
評
）
退
職
し
村
に
帰
り
、
幼
馴
染
達
と
の
会
話
に
再
び
村
の
住
民
と
な
っ
た
実

感
が
一
入
り
の
作
者
で
あ
ろ
う
。

池
森
龍
子

映
像
に
寺
の
紫
陽
花
露
含
み
蛙
止
ま
る
は
や
ら
せ
と
思
ふ

（
評
）
や
ら
せ
の
画
像
だ
と
思
い
な
が
ら
見
て
い
る
作
者
。
や
ら
せ
で
は
な
い
と
自

然
ら
し
さ
が
出
せ
な
い
程
今
の
自
然
は
病
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
。
悲
し
い
一
首
。

野
藤
井
浩
子

じ
ゃ
ら
じ
ゃ
ら
と
腰
に
も
ろ
も
ろ
ぶ
ら
下
げ
る
若
き
美
容
師
に
落
ち
着
か
ず
ゐ
る

（
評
）
鋏
や
櫛
な
ど
七
つ
道
具
を
腰
の
バ
ン
ド
に
ぶ
ら
下
げ
て
い
る
美
容
師
、
流

行
な
の
か
、
お
し
ゃ
れ
と
思
う
の
か
、
で
も
作
者
は
そ
れ
に
抵
抗
を
感
じ
る
頑

固
さ
を
持
つ
女
侍
で
あ
る
。
そ
こ
が
い
い
。

田 福

巳
ヒ
＂

肖
＂ 間

池
浦

田

ゆ
り
子

野
森
つ
る
の

老
い
し
身
の
心
の
糧
と
歌
を
詠
み
詠
み
た
る
歌
に
支
へ
ら
れ
ゐ
る

（
評
）
歌
ゆ
ゑ
の
安
住
感
、
歌
を
作
る
こ
と
は
生
き
る
証
し
、
と
し
て
御
加
餐
下
さ
い
。

千
鶴
子

栄
斑
剤
一
本
の
み
て
出
で
ん
と
す
若
さ
戻
れ
と
暗
示
を
か
け
て

（
評
）
こ
ち
ら
は
、
ま
だ
体
を
動
か
す
身
力
の
あ
る
作
者
の
、

ま
く
掬
い
取
っ
て
詠
っ
て
い
る
。

第
五
一
七
回

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
野
展
男
選
毎
月
2
5日
メ
切

あ
る
朝
の
姿
を
う

日
の
里
神
田
一
敏

盆
来
れ
ば
買
っ
て
や
る
ぞ
と
言
は
れ
た
る
貧
し
き
頃
も
遠
く
な
り
た
り

（
評
）
私
も
盆
に
は
花
火
と
下
駄
を
質
っ
て
脳
う
の
が
楽
し
み
で
あ
っ
た
。
一
億
総

中
腟
階
級
の
今
に
は
無
い
季
節
の
節
目
と
し
て
の
盆
や
正
月
が
昔
は
あ
っ
た
。

牟
田
尻
横
山
雪
子

珊
瑚
樹
の
珠
実
が
赫
く
色
付
け
り
七
月
半
ば
を
秋
感
じ
し
や

（
評
）
桜
の
開
花
に
象
徴
さ
れ
る
自
然
界
の
異
常
。
「
秋
感
じ
し
や
」
に
は
嘆

暖
の
こ
こ
ろ
が
こ
も
っ
て
い
る
。

大
島
杉
田
瞬
子

水
師
営
の
歌
間
こ
え
く
る
時
計
屋
を
の
ぞ
け
ば
店
主
が
微
笑
み
て
お
り

（
評
）
い
い
処
を
捉
え
て
い
る
が
、
道
具
立
が
多
過
ぎ
る
、
結
句
「
大
き
時
計

が
動
く
」
位
で
止
め
て
欲
し
か
っ
た
。

東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

器
用
に
も
歌
手
が
ド
ラ
マ
に
主
派
し
て
役
を
こ
な
せ
ば
別
人
に
見
ゆ

（
評
）
こ
の
一
首
、
初
句
と
四
句
が
同
意
語
で
煩
わ
し
い
の
で
、
初
句
を
「
年

老
い
し
」
と
か
「
ま
だ
若
き
」
な
ど
現
実
の
歌
手
の
姿
を
詠
っ
て
欲
し
い
。

日
の
里
大
和
美
由
紀

せ
せ
ら
ぎ
の
音
の
び
び
け
る
杉
山
に
甘
き
香
流
す
姥
百
合
咲
き
て

大
島
越
智
治
子

梅
雨
の
雨
待
て
ど
も
降
ら
ず
照
り
つ
ゞ
＜
巽
常
気
象
に
心
さ
わ
ぎ
ぬ

（
評
）
二
首
共
素
直
に
詠
わ
れ
て
い
て
心
魅
か
れ
る
。
素
直
は
歌
の
原
点
で
あ
る
。

大
井
木
原
ふ
さ
子

山
水
に
陶
石
を
揖
く
小
屋
の
あ
り
杵
太
く
し
て
地
響
の
す
る

（
評
）
小
石
原
あ
た
り
で
あ
ろ
う
か
、
「
杵
太
く
し
て
地
密
の
す
る
」
が
、
景

と
雰
囲
気
を
よ
く
伝
え
て
い
て
、
佳
品
。

田
野
森
甲
子

年
一
度
の
沖
津
宮
の
参
拝
は
女
人
禁
制
、
写
真
を
拝
む

（
評
）
篤
い
信
仰
の
思
い
が
、
筒
潔
な
叙
述
の
な
か
に

あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

選
者
詠

に
こ
や
か
に
待
つ
美
女
の
前
支
払
ふ
と
指
に
唾
し
て
財
布
よ
り
抜
く

デ
パ
ー
ト
を
下
り
上
り
す
る
カ
ン
カ
ン
帽
欲
し
と
言
び
つ
つ
友
と
二
人
で

君
が
代
は
イ
ベ
ン
ト
の
時
う
た
ふ
も
の
甘
く
と
ろ
り
と
眠
気
を
誘
ふ

福
岡
市
山
本
了
一

沖
ノ
島
な
つ
か
し
霊
気
去
年
の
こ
と

光
岡
白
土
凌
一

朝
が
お
に
負
け
じ
と
開
く
夕
顔
や

東
郷
田
中
憲
象

や
ま

追
山
笠
や
気
力
掻
き
立
つ
水
法
被

東
郷
宗
風
社
俳
句
会

吉
武
湧
泉

基
地
撤
去
手
鎖
つ
な
ぐ
夏
の
那
覇

吉
田
杏
子

梅
雨
晴
れ
や
音
色
明
る
き
鳩
時
計

三
浦
美
千
代

ば
ら
園
の
ば
ら
の
香
り
に
埋
れ
け
り

田
中
雨
葉

河
鹿
宿
清
流
ほ
し
い
饂
一
戸

木
原
房
子

訪
へ
ば
春
蝉
の
な
く
野
の
御
寺

福
間
森
清

涼
し
さ
や
窓
辺
に
猫
の
寝
そ
べ
お
り

日
の
里
花
田
い
つ
枝

お
と
こ漢

意
気
見
せ
て
祇
園
の
山
笠
を
界
＜

日
本
中
が
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ

編
r

後
J
ッ
ク
に
一
喜
＿
蔓
す
る
中
、

宗
像
で
は
第
四
十
五
期
王
位
戦
第
四
局
が
当
大
社
で
行
わ

れ
、
た
っ
た
今
、
宮
司
・
市
長
ら
の
立
会
い
で
『
最
初
の

一
手
』
が
行
わ
れ
た
烹
昭
和
四
十
六
年
に
勅
使
を
お
迎
え

し
た
「
勅
使
館
」
が
会
場
と
な
リ
、
谷
川
浩
司
氏
に
羽
生
善

治
氏
が
挑
戦
し
て
い
る
て
現
在
、
勅
使
御
参
向
時
に
奉
仕

し
た
職
員
は
宮
司
以
下
数
名
の
み
。
小
生
な
ど
生
ま
れ
て

も
い
な
い
。
当
時
に
は
遠
く
及
ば
な
い
が
、
そ
の
時
の
受

け
入
れ
体
制
、
奔
走
し
た
職
員
・
地
元
の
方
々
の
気
持
ち

を
想
っ
た
▼
現
在
、
谷
川
王
位
の
＿
勝
二
敗
、
同
氏
が
巻

き
返
す
か
羽
生
氏
が
王
手
を
か
け
る
の
か
、
宗
像
対
局
の

結
果
は
次
号
で
お
伝
え
致
し
ま
す
。

(
M
.
o
)

宗
像
大
社
歌
会

俳
句
作
品
集
（
四
九
二
）
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